A

:
FE0H1 71

A

brLEbDEDY I

Bk, X T2, - TH3DEZHHN?

-

EHO

BNE'Y OERYZe

EH

FROBREL Y TEK

BB > T NTWS
BFY DKRAD W BIGFRIL,
TILKLLRELRS

BARIEEIC
BTEB L1,
RO Y ZHBER VS
ARSI ?

HLMEN X /=
5F—>->T%

BEEITELED
={XAWVSEH
5., BEWIFFR

ZFROPICIZBIRR
Zerh-rIny.,
BHTOHIcE PEMRy X
rzen B’H2DH %7,

FEHK#2s ~TEVNTHS !
KEBIZE->F=KEHLTENS
"o, B2 FEELLHDOX

HA—=TIS-RICH110%
NDE->T, FLHHSETICH
3b0L»RVEN,
HONZLISRB LS I,
DFTLINEDHR?

\:3\ U b\i (')

WwFd,

e WO HBH> TWABHEIZ, HIRWIEFINH S LICHMOTRNIF DT F L=,
o ZDh T, FBEEOMNY AXREBTNTAHH, ALIODONPYRXT L THIYE
WYBWELE, SN SIEEROPTESLRWVWT, [LEDOIFTTHIH LR

e BTZIFMR LIS P2 EBHB110BNFRy OFRX®. Hh—FL—IL%E1=KXAR
2FF L= PELEBOBIZIEHSBWEZEEHSITY, bILEE%E
FoT N3 W->IEVnH-oTHSLF L,




FHHALAIYY AL

1410 |[EFCRBORERCORIFSNTWEDES S 07
SRREERE ~HIBENELEFIANSFEN PHYEE~

R EY KEIZVD
| K309 5V

ENhHRF-TNT
ZerB->TWkitY
A LA )

)l bl an
e an ”Hﬂagj

é‘ w:wn“ Holrl

e
-J‘;l;. wot e nd -, | | desrerns. snsen o
‘”“1""1. By 2

fenmm
ARV T SRBE R G4 W0
L ’rf Ty NP r RIS BN
W mre Rty se 23,

03\ (') b\i ")

SNETE PENDG D BT T NSg LB TWVWEITNYE, TNEIFLR S

ARALERER[DZTFE L,
FROBRELEFLHE=DIZIESHSMAHMLEVEVITLRVAL 2 RWHELEWN
i l./r:o

KENDB@EZRE-5. AFKOFFRIFE->H-WELLITWA L WA L.ofElc

1&:") i l./r:o
HMZEXEZEZDALLE T TERREEAINNDRZLEFY ENZ30H1 L7




‘§L &
EEHA LAY ARBIE

L1171 BoXHIBNZLITEDEICFONTWVWEINDES SN ?
[E3RYNEE ~IKNDBELEFIANLGER FRrfE~

SEEND BBhetBheBh T BEEXFAALBICEWTALS
BENEEREETTES

¥, B/ 71134
BRBERAESS

H to 7T R 2~
O el ked) TN TIE
PVWTH28 |/ e o

myros | 0 UL FoTu0s
: AfrbIlEE%:
W TH7T \f"&‘/

KBTS F=BFENITHET
<NBEBFDALBHT S =)
CEERBSTEIALR 9 229 gou Lol EFNFNOIET
TABN FHVEWNS e J THENELE
E>r2ivi, RYic ‘ 22 1= I2ES
FIkZ00%R? ? SArR

o BBh. #BH), RNBID 3 HDD/INS T ANKE,

e BBENLIX. AYOALEENITHS THB), HKFELL
Y FLk, EANS, TRICHWVWEDZL THPRL LS
THEEE-WTT,

s BENBFIX, BEXHEMHDOA., BEEDANELEL TBHITE
STWBELHWT, §3<&8eLF L,




B Y471 |[BEOHBORERLOR-FENTWBNED 377

238 T ~HIRDLZLEFIANLEN FErAE~

A2 DADE & O HT 2940 % Gl 25109/
Jary %
- M (Sl O ITL) g
. AT 755‘:’369
KEPHIE A B

FErF-T&LKL
N YA = Bl [~
O ElER & H

PAEMBDREPy 5
W (£ ]

- /

SN AY

« B2V FI7—IJHDOWEIZAKEINZLS R EDIE, B27=5 (AB)) LA
a2 FE L7

« ZIRFAXABER. ISR IATF TEAIDOREY DL 571 PRLRI Y bD
— By 28T, CARICELKIADADPRAL TKREBREHEH VTN
TWABALERY, H5-HTU-<KYLFLT,

o DBIHRYRXFT VLSS, FALB LMK TBITES (HBY) XV F7—7%
BLLTHBIBVWEWITRWRYBWE L,




E 141470 |BAoHBOELECOR-FONTVNEDRES S5 7

~HIRDLELEFIANSFES FRREFE~

| |
KEAHA—F L&3EL5H—F

< PR D AH
KRFEE KBITfFVTORN

= g;x ™\
s AT 5iED BERLY

REAH
Boi2h-T-

3] <

EHPA-k top- g 1759k

L ek ST IRAIEE B 0 B wac R To L )t 51
i
HrITRLR Ak ML 8ada—T) TELLB2E3EA—F) " =
S 2 Teamak A48 00—F1 BAELENEY (07 L),
R GT2 ‘; £y o oy £l > >
o TP TN, N P gy, ) i " RO E TR |y gy, 5 -— \
nh b pres, KAk i 3 T Y,
s R AOE BRERS 85 i, X G Hsrs
. .F . AHesd LEEEY e B i Sty £t piers
L Atte —
. K1 ehse s
. . o

e o | TRANGS S

B MERY L e bk

PHE Y I grons vng T 0L 0 3 >
* A
ﬁz* CENA

C

Toeay

26y <. b

{

p ! by A £y

W Ta P e THER R ) 43
_— ]
) dhplas Py b gy

/

03\ (') b\i ")

c T—=LEXS>THT, KENPRITHS PYILLIg ELE-THLLA
FITHHLBWI YNV FE LI, 3 A (F8F) HSENEET S5
DTEXY PP TI—7%E->THEL D, —FBRNEBWF LA,

o« BEXHMDOATLBH THIRDOALHRATE I YD —FE KRB L B> TV
BUYA, ¥F—AoTELL M"Y F L1,

« INFETAHA—FHBEH-E5RKKXKREFLB->TWVWETY, BhFEWAH—FRRY
B0 B> TWEMRLEICSET, FEFOHBANKRMBALLBRWE L,




	平野あんしんタウン　A領域
	第０サイクル
	わたしたちのまわりに 「危険」や「安全」ってあるのだろうか？

	活動①
	横断歩道に立ってくれている見守りの大人がいる場所は、すごく安全だと思う
	みんなが安全に 過ごせるように、 学校のどこが危ないか 調べられないかな？

	活動②
	活動③
	地域の危険安全マップ作成
	学校の危険安全マップ作成
	身の回りの危険と安全
	もし地震がきたらドーンって落ちてきそう
	職員室は先生がたくさんいるから、安全な場所
	『消火栓』って書いてある！  火事になった火を消してくれるから、町を守る安全なものや
	学校の中には危険や 安全があったけれど、 町の中にも『危険』や 『安全』があるのかな？


	ふりかえり
	いつも通っている道に、あぶない場所があることに初めて気がつきました。
	学校の中で、階段の曲がり角や廊下のすみが、人とぶつかりやすくてあぶないと思いました。これからは学校の中で走らないで、気をつけて歩こうと思います。
	町を探検したら『こども110番の家』の看板や、ガードレールをたくさん見つけました。わたしたちの町にはあぶないところもあるけど、わたしたちを守ってくれる安全なものもいっぱいあって安心しました。


	平野あんしんタウン　A領域
	第１サイクル
	課題設定
	自分や地域の安全はどの様に守られているのだろうか？ 〜地域の安全を守る人から学ぶ　平時と有事〜

	活動　 災害に関する動画を視聴
	未来の平野の町は 安全なのかな？

	風水害
	火事
	地震
	本当に 災害が来たら どうなるのかな？
	ふりかえり
	これまでは『だれかが助けてくれる』と思っていたけれど、それだけじゃダメなんだなと気づきました。
	未来の安全を守るためには今から何かしないといけないんじゃないかと思いました。
	災害の動画を見たら、未来の平野区はぜったい安全とはいえないなと心配になりました。
	消防署や警察の人たちだけで平野区ぜんぶの安全を守りきれるのかな？



	平野あんしんタウン　A領域
	第１サイクル
	情報収集
	自分や地域の安全はどの様に守られているのだろうか？ 〜地域の安全を守る人から学ぶ　平時と有事〜
	活動② 安全を守る人たちに聞いてみよう
	活動① 自助•共助•公助
	警察
	区役所
	地域の安全を 守っている 人たちに話を 聞いてみたいな
	自衛隊
	連合町会
	平時も有事も それぞれの立場で 平野区の安全を 守るために活動 しているんだね
	消防

	活動③ 校外学習〜あべのタスカル〜
	煙で前が ぜんぜん 見えない！

	ふりかえり
	自助、共助、公助の３つのバランスが大事。
	有事のときは、周りの人と声をかけあう「共助」が大事だと知りました。ふだんから、元気にあいさつをして仲良くなっておきたいです。
	有事の時は、警察や消防の人、自衛隊の人が連携して助け合っていると聞いて、すごく安心しました。



	平野あんしんタウン　A領域
	第１サイクル
	整理分析
	自分や地域の安全はどの様に守られているのだろうか？ 〜地域の安全を守る人から学ぶ　平時と有事〜

	活動　 ネットワーク図の作成
	教えてもらった 繋がりを ネットワーク図に 整理しよう
	有事になると矢印が増えるのがなんか すごいな。
	平時ってよく 見たらパトロール とか訓練とか 『準備の矢印』が いっぱい！
	キーワードは連携！ 有事もそうだけど 日頃からの連携が 大事なんだね。


	ふりかえり
	安全ネットワーク図のいちばん矢印が多くなるのは、自分たち（自助）なんだなと気づきました。
	区役所や自衛隊、町会長さんまでぜんぶの矢印がつながった『安全ネットワーク図』を見て、こんなにたくさんの人が協力して火事や事故を防いでくれているんだなと、あらためてびっくりしました。
	公助がやりやすいように、私たちも地域で助け合う（共助）ネットワークを強くしておかないといけないなと思いました。


	平野あんしんタウン　A領域
	第１サイクル
	まとめ表現
	自分や地域の安全はどの様に守られているのだろうか？ 〜地域の安全を守る人から学ぶ　平時と有事〜

	活動　 ピンチをすくえ！災害シミュレーション
	想像より 全然備えが 足らなかった
	有事になってから じゃなくて 平時からの備えが 大切なんだ


	ふりかえり
	ゲームをやってみて、災害が起きてから『どうしよう』と話し合っても全然まにあわないことが分かりました。ふだん（平時）からだれが何をするか決めてネットワークを作っておくことが、一番大切だと思いました。
	警察や消防の人たちが『地域の人と協力することが一番大事』と言っていた意味が、ゲームでよく分かりました。
	これだけカードがあったら大丈夫だと思っていたけど、助け合いカードなど自分が思っていた以上に必要で、平時の備えが大切なんだと思いました。



